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鉄鋼小構造物

１．この標準図は、鋼製蓋板の材料と加工
　　方法を示したもので形式、寸法は、蓋

２．取手の位置は図を標準とするが必要に

３．蓋板に使用する材料の規格。

４．素地調整区分は３種ケレンとする。

５．塗装は、亜鉛メッキ（地肌）とし、仕

７．設計変更は蓋板面積の増減と規格の変

一　　般

Ｋ－４０

角 型 全面 角型 半面

取手詳細図

縞 鋼 板

ｂ

７０

７
０

７
０

ａ

縞 鋼 板 縞 鋼 板

取 手

ズレ止め

下面リブ

７０

ｂ

ａ

７
０

７０

７
０

ｂ／２ ｂ／２

７０ ７
０

７
０

ｂ

７０ ７０取 手

≒１０

４

≒１０

４

取 手

ｂ／２ ｂ／２

70 ７０２０２０

下面リブ

１５０

６
０

２６

φ１３

３

　　板を使用する設計図から読みとること。

　　応じて位置を変えることができる。

材 料 名

縞 鋼 板

平鋼（ＦＢ）

座金

取手

規　　　　格

ＪＩＳＧ－３１０１　ＳＳ　　　４００

ＪＩＳＧ－３１９４　ＳＳ　　　４００

ＪＩＳＢ－１１８６

ＪＩＳＧ－３１１２　ＳＲ　　　２３５

　　様は、標準設計図仕様書　４．塗装に

　　　但し、鋼製蓋板（縞鋼板）の板厚３．
　　２㎜以下は塗装の工程で歪が出るので、
　　３種ケレン、塗装は錆止塗料２回塗布

６．出来形管理は、規格、寸法とする。

　　更により行う。

摩擦接合用高力座金

１５０

　　よる。

１５０

　　とする。

注 意 事 項
縞鋼板（角型）

縞鋼板の略号

縞鋼板厚区分
ｔ２３－２３
ｔ３２－３２
ｔ４５－４５

ＳＧ○○－Ｓ○
型区分　全面１・半面２

ＳＧ２３－Ｓ１

ＳＧ３２－Ｓ１

ＳＧ４５－Ｓ２

鋼製蓋板
縞鋼板（角型）
ＳＧ２３－Ｓ１～ＳＧ ４５－Ｓ２

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

取 手

ズレ止め

ＦＢ３２ ４．５ ＦＢ３２ ４．５
ＦＢ３２ ４．５

ドリル穴φ１５

座金φ１２

関
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縞鋼板（丸型）

丸型全面
ＳＧ２３－Ｒ１

ＳＧ３２－Ｒ１

丸型半面
ＳＧ４５－Ｒ２

鉄鋼小構造物

鋼製蓋板
縞鋼板（丸型）

材 料 名

縞 鋼 板

平鋼（ＦＢ）

座金

取手
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ＳＧ２３－Ｒ１～ＳＧ ４５－Ｒ２

１．この標準図は、鋼製蓋板の材料と加工
　　方法を示したもので形式、寸法は、蓋

２．取手の位置は図を標準とするが必要に

３．蓋板に使用する材料の規格。

４．素地調整区分は３種ケレンとする。

７．設計変更は蓋板面積の増減と規格の変
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　　板を使用する設計図から読みとること。

　　応じて位置を変えることができる。

ＪＩＳＧ－３１０１　ＳＳ　　　４００

ＪＩＳＧ－３１９４　ＳＳ　　　４００

ＪＩＳＢ－１１８６

ＪＩＳＧ－３１１２　ＳＲ　　　２３５

６．出来形管理は、規格、寸法とする。

　　更により行う。
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５．塗装は、亜鉛メッキ（地肌）とし、仕
　　様は、標準設計図仕様書　４．塗装に

　　　但し、鋼製蓋板（縞鋼板）の板厚３．
　　２㎜以下は塗装の工程で歪が出るので、
　　３種ケレン、塗装は錆止塗料２回塗布

　　よる。

　　とする。
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区分

秋　田　県
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ａ：（スパン方向）

エキスパンドメタル
平 面 図

ｂ

エキスパンドメタル

網目の長さの方向（ＬＷ）がスパン
方向と一致するように配置する

エキスパンドメタル各部の名称

ＬＷ

ＳＷ

Ｗ

ボンド

ストランド

１９８０．３

鋼製蓋板

ＸＧ２１－４－Ａ～ＸＧ２４－２－Ｂ

１．この標準図は、鋼製蓋板の材料と加工
　　方法を示したもので形状、寸法は、蓋

２．欠口が生じた場合、その周囲は同一の

３．蓋板に使用する材料の規格。

４．素地調整区分は３種ケレンとする。

５．塗装は、亜鉛メッキ（地肌）とし、仕

７．設計変更は蓋板面積の増減と規格の変

エキスパンドメタル
Ｋ－４２

　　板を使用する設計図から読みとること。

　　形鋼で補強すること。

材 料 名

エキスパンドメタル

等 辺 山 形 鋼

規　　　格

ＪＩＳＧ－３３５１　　

ＪＩＳＧ－３１９２　ＳＳ４００

　　様は、標準設計図仕様書　４．塗装に

６．出来形管理は、規格、寸法とする。

　　更により行う。
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エキスパンドメタルの略称

面区分４面４・２面２

アングル区分

（ＪＩＳ　呼称）
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　　よる。
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農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分
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